
市内12郵便局と２協定を締結 

～災害時の相互協力、一人暮らしの見守り活動で～ 

 

 市は７月31日、市内全12郵便局と2つの協定を締結しました。協定の一つは災

害時の相互協力に関するもので、もう一つは一人暮らしなどの孤立死を未然に

防ぐことを目的とした見守り活動に関する協定。 

市では市内郵便局とも連携・協力しながら、安全・安心のまちづくりをさら

に推進していきます。 

 

「災害発生時における河内長野市と河内長野市内郵便局の協力に関する協定書」の内容 

 河内長野市内に災害が発生した場合において、相互に協力を行うことを規定。 

 《協定書の内容》 

 ①緊急車両等としての車両の提供 

 ②被災者の同意を得たうえでの避難者リスト等の情報の相互提供 

 ③災害救助法適用時の郵便業務に係る特別事務取扱及び援護対策 

 ④臨時郵便差出箱の設置及び、ゆうちょ銀行かんぽ生命の非常取り扱い 

「河内長野市一人暮らし等の見守り活動に関する協定書」の内容 

社会から孤立した世帯で発生するおそれのある孤立死を未然に防止するため、市と市内

郵便局が連携して、積極的に見守り活動を行うことを規定 

《協定書の内容》 

①郵便局は、通常業務を行う中で、一人暮らし等の住民に関して、何らかの異変を察知

した場合、市に通報する。ただし、人命救助等の緊急の対応を要する場合は、警察署、

消防署に通報する。 

②市は上記の通報を受けた場合、速やかに関係機関と連携して安否確認等の必要な措置

を行う。 

 

 

 


